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「ＪＲ連合ビジョン」と
  政策提言の実践を通じて
   ＪＲ産業の持続的成長と
組合員の幸せを実現しよう！
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今
回
の
衆
院
選
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
迎
え
る
初
め
て
の
総
選
挙

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
選
挙

の
争
点
と
し
て
こ
の
間
の
コ
ロ

ナ
対
策
の
評
価
、
今
後
の
経
済

対
策
の
あ
り
方
等
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
感
染
者
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
入
念
な

コ
ロ
ナ
対
策
を
施
し
な
が
ら
選

挙
運
動
を
実
施
す
る
と
い
う
点

が
過
去
の
選
挙
と
大
き
く
異
な

り
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
て
い
た
屋
内
で
の
個

人
演
説
会
は
各
地
で
あ
ま
り
開

催
さ
れ
な
か
っ
た
。
他
方
で
、街

頭
演
説
会
は
相
対
的
に
増
え
た

ほ
か
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活

用
し
た

情
報
発

信
が
数

多
く
見

ら
れ
、

組
合
員

に
と
っ

て
候
補

与
党
候
補
と
野
党
候
補
の
一
騎

討
ち
の
構
図
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
情
勢
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、
あ
ら
た
め
て
候
補
者
個
人

の
政
策
等
に
着
目
の
う
え
で
支

援
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
原
則

に
立
ち
返
り
、
取
り
組
み
を
展

開
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
総

じ
て
野
党
に
政
権
を
託
す
と
い

う
機
運
は
高
ま
ら
ず
、
勢
力
構

造
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

　

投
票
率
は
前
回
を
超
え
る
約

55
％
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
２

０
１
２
年
の
第
46
回
衆
院
選
以

降
、
４
回
連
続
で
50
％
台
の
投

票
率
に
留
ま
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
政
治
へ
の
関
心
は
高
ま
ら

ず
、
政
権
交
代
可
能
な
二
大
政

党
制
の
構
築
へ
の
道
の
り
は
遠

い
。
こ
う
し
た
現
状
を
深
刻
に

受
け
止
め
、
課
題
を
検
証
し
つ

つ
、
来
年
の
参
議
院
議
員
選
挙

と
さ
ら
な
る
未
来
を
視
野
に
入

れ
た
備
え
が
求
め
ら
れ
る
。

　

選
挙
の
結
果
、
最
重
点
候
補

の
泉
健
太
氏（
議
員
懇
副
会
長
）、

小
川
淳
也
氏（
同
事
務
局
長
）、

岸
本
周
平
氏
（
同
幹
事
）
、
原

口
一
博
氏
（
同
幹
事
）
、
大
串

博
志
氏（
同
幹
事
）
、

伴
野
豊
氏
（
同
元
副

会
長
）
は
当
選
を
果

た
し
た
が
、
広
田
一

氏（
同
幹
事
）は
惜
し

く
も
当
選
に
至
ら
な

か
っ
た
。
重
点
候
補

の
21
世
紀
の
鉄
道
を

考
え
る
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
所
属
候
補
者
は

19
人
が
当
選
を
果
た

し
た
。

　

10
月
14
日
の
解
散
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
第
49
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
は
、
10
月
31
日
に
投
開
票
を
迎
え
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
国
会

議
員
懇
談
会
所
属
候
補
者
６
人
、
元
所
属
候
補
者
１
人
の
計
７
人

を
最
重
点
候
補
、
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所

属
議
員
30
人
の
重
点
候
補
を
含
め
１
３
８
人
の
候
補
者
を
推
薦
し
、

58
人
が
見
事
に
当
選
を
果
た
し
た
。

支援への御礼を述べる伴野豊氏

上
）
他
陣
営
を
大
き
く
引
き
離
し
勝
利
し
た
泉

健
太
氏
、
左
）
小
選
挙
区
で
の
当
選
を
果
た
し

た
小
川
淳
也
氏

右
）
支
援
者
か
ら
贈
ら
れ
た
花
束
を
掲
げ
喜
び
に
浸

る
大
串
博
志
氏
、
下
右
）
激
戦
を
制
し
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
の
仲
間
と
喜
び
合
う
原
口
一
博
氏
、
下
左
）
駆
け

付
け
た
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
仲
間
と
勝
利
の
万
歳
を
す
る

岸
本
周
平
氏

　

連
合
は
10
月
６
日
、
都
内
に
て
第
17
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、
今
後
２
年
間
の
運
動
方
針
な

ど
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
新
役
員
を
選
出
し

合
の
一
員
と
し
て
、
民
主
的
で
全
う
な
労
働
組

合
と
労
使
関
係
の
重
要
性
・
必
要
性
を
訴
え
、

拡
げ
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
」
と
Ｊ
Ｒ

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
７
割
の
社
員
が
組
合
未
加

入
で
あ
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
内
に
は
多
く

の
組
合
未
組
織
企
業
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
連

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
加
盟
各
単

組
と
と
も
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
参
加

も
含
め
て
総
勢
30
人
が
出
席
し
た
。

　

質
疑
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
は
政
所
大
祐
事
務
局
長
が
発

言
を
行
い
、
「
交
通
運
輸
・
観
光

サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
る
。
命
綱
と
な
っ
て
い
る

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
を

は
じ
め
、
雇
用
維
持
、
産
業
支
援

の
政
策
の
継
続
・
拡
充
が
ま
だ
ま

だ
必
要
」
と
訴
え
、
「
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
と
い
う
現
実
に
向
き
合
い
、 

感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
の
両

立
を
模
索
し
、
中
長
期
的
な
視
点

か
ら
、
人
流
・
需
要
を
回
復
し
て

い
く
取
り
組
み
が
必
要
」
と
理
解

を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
労
働
組
合

や
労
使
関
係
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

水
秀
行
氏
（
日
教
組
）
が
選
出
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら
は
、
荻
山
市
朗
会
長
が
中
央
執
行
委

員
に
再
任
さ
れ
た
。

産
業
で
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の
総

結
集
に
向
け
た
決
意
を
示
し
た
。

　

こ
の
発
言
に
対
し
、
連
合
相
原

康
伸
事
務
局
長
か
ら
は
、
「
交
通

運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
低

迷
が
続
い
て
い
る
。
か
つ
て
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
べ
く
、
日
々
の

行
動
に
つ
い
て
の
合
意
を
社
会
的

に
形
成
し
て
い
き
た
い
。
雇
用
調

整
助
成
金
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、

こ
の
制
度
は
雇
用
の
維
持
・
確
保

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
し
か
し
、
財
源
が
枯
渇

の
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
当
面
必

要
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
を
連

合
と
し
て
求
め
て
い
く
」
旨
、
理

解
を
示
す
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　

役
員
選
挙
で
は
、
連
合
発
足
以

来
初
の
女
性
会
長
に
芳
野
友
子

氏
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
、
事
務
局
長
に
清

■ 連合第17回定期大会

ＪＲ産業で働くすべての仲間の
総結集に向けた決意を示す

者
個
人
が
考
え
る
政
策
や
想
い

を
把
握
し
易
い
環
境
が
整
備
さ

れ
て
き
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
野
党
共
闘

に
よ
り
、
多
く
の
小
選
挙
区
で

　　　　     　「最重点候補」の選挙結果（ ）は次点との差
当選 泉　 健太 京都３区 89,259票 （+27,585）
当選 小川 淳也 香川１区 90,267票 （+19,440）
当選 岸本 周平 和歌山１区 103,676票 （+42,068）
次点 広田 　一 高知２区 55,214票 
当選 原口 一博 佐賀１区 92,452票 （   +133）
当選 大串 博志 佐賀２区 106,608票 （ +8,384）
当選 伴野 　豊 比例（愛知８区） 120,649票 

7月に引き続き
貨物鉄産労へ仲間が加入

（10月26日付）

第49回衆議院議員総選挙
議員懇は、副会長の泉健太氏、
事務局長の小川淳也氏ら５人が当選

第49回衆議院議員総選挙
議員懇は、副会長の泉健太氏、
事務局長の小川淳也氏ら５人が当選

第49回衆議院議員選挙結果を踏まえてのコメント
２０２１年１１月１日

日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

　第49回衆議院議員選挙において、ご支援ご尽力いただいた組合員や家族の皆さま
に御礼申し上げる。また、推薦候補の必勝に向けて献身的に奮闘されたすべての関
係者にも敬意を表し、心から感謝を申し上げる。

　４年ぶりとなる今回の衆院選は、2012年からの第２次安倍政権以降８年10か月に
及んだ自民・公明連立政権、国会・国民軽視の驕りが見られる自民一強政治への評
価が問われる選挙であった。新型コロナウイルス感染症（コロナ禍）が世界を蹂躙
し、国民が生活苦や将来不安に陥る中、各種支援策や経済回復と国民への分配政策
のあり方等が主な争点となった。そして、野党５党は全289小選挙区のうち213選
挙区で候補者を一本化し、132選挙区において事実上の与野党一騎打ちの構図が生
まれた。
　こうした中、ＪＲ連合は各単組からの推薦にもとづき、連合の方針およびＪＲ連
合の掲げる運動理念、諸政策に賛同する候補者138名の推薦を決定し、当選に向け
た取り組みを全国で展開してきた。とりわけ、ＪＲ連合国会議員懇談会の副会長で
ある泉健太氏（京都３区）や、同事務局長である小川淳也氏（香川１区）、同幹事
である岸本周平氏（和歌山１区）、広田一氏（高知２区）、原口一博氏（佐賀１区）、
大串博志氏（佐賀２区）に加え、元副会長である伴野豊氏（愛知８区）の７名を最
重点候補者に、また「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」に所属する候補者を
重点候補者に指定し、コロナ禍への対策をはじめとする候補者各位からのＪＲ連合
への支援に応えるべく、各単組の最大限の支援により選挙戦を闘い抜いた。

　10月31日に行われた投開票の結果、自民・公明の両党は公示前より12議席を失っ
たものの293議席を獲得し、絶対的安定多数を確保した。また自民党は15議席を失
ったものの261議席を獲得し、単独過半数を確保した。一方で、野党勢力は、国民
民主党が公示前より３議席増の11議席を確保したものの、立憲民主党は14議席を失
い96議席獲得に留まるという極めて厳しい結果となった。ＪＲ連合としては、最重
点および重点候補者の25名を含む推薦候補者58名の当選を果たしたが、最重点候補
者の一人である広田一氏をはじめ、誠に残念ながら複数の推薦候補者が当選に至ら
なかった。今選挙では、総じて野党に政権を託すという機運は高まらず、勢力構造
を変えることはできなかった。政権交代可能な二大政党制の構築に向けては、投票
率が約55％と低迷し、政治への関心が高まらなかった今選挙結果を深刻に受け止め、
課題を検証しつつ、次期参議院議員選挙とさらなる未来を視野に入れた取り組みが
求められる。

　コロナ禍により経営危機に陥った交通運輸・観光サービス産業に対する支援策や、
度重なる自然災害への対応、労働法制、社会保障、教育・子育てなど、国民・働く
者の生活に直結し、かつ個別労使では解決し得ない大きな課題が山積する中、解決・
前進を図るためには、国政の場で我々の声を代弁する政治勢力との連携が欠かせな
い。ＪＲ連合は今選挙の結果を真摯に受け止め、引き続き政界の動向を注視しつつ、
議員懇談会および議員フォーラムの体制を見直すとともに体制強化を図り、政策課
題、組織課題の解決に向け取り組んでいく。併せて、来夏に控える参議院議員選挙
に向けて、引き続き組織内においても、政治活動の意義の浸透やさらなる政治への
参画意識の醸成などについて議論を深めつつ、次なる国政選挙への対応を進めてい
くこととする。

以上

推
薦
候
補
者
58
人
が
当
選
を
果
た
す

フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
候
補
は
19
人
が
当
選

伴
野
元
議
員
懇
副
会
長
も
当
選
　
　

推
薦
候
補
者
58
人
が
当
選
を
果
た
す

フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
候
補
は
19
人
が
当
選

伴
野
元
議
員
懇
副
会
長
も
当
選
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Ｊ
Ｒ
連
合
は
９
月
、
６
月
に

展
開
し
た
３
産
別
に
よ
る
共
同

行
動
に
つ
い
て
、
効
果
や
意
義

の
大
き
さ
を
確
認
し
た
。
そ
し

て
10
月
、
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

社
会
の
継
続
を
念
頭
に
置
き
、

雇
用
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
と
し
つ
つ
も
、
「
感
染
拡

大
防
止
」
と
「
経
済
活
動
の
回

復
・
活
性
化
」
の
両
立
、
「
需

要
と
人
流
の
回
復
」
に
向
け
た

に
控
え
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、

行
政
や
政
党
で
政
策
立
案
の
実

務
を
担
う
担
当
者
等
と
の
意
見

交
換
に
主
眼
を
置
い
た
取
り
組

み
を
展
開
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
10
月
１

日
に
関
係
省
庁
（
内
閣
官
房
、

総
務
省
、
財
務
省
、
厚
生
労
働

省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通

省
）
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
、

続
い
て
10
月
５
日
に
立
憲
民
主

党
、
10
月
13
日
に
国
民
民
主
党
、

10
月
22
日
に
経
団
連
と
の
意
見

交
換
を
実
施
し
た
。

　

私
た
ち
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
各
団
体
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

理
解
が
示
さ
れ
、
省
庁
の
担
当

者
か
ら
は
、
「
地
域
ク
ー
ポ
ン

制
度
等
を
活
用
し
、
地
域
産
業

を
含
め
た
需
要
喚
起
に
つ
と
め

て
い
く
」
「
12
月
以
降
の
雇
用

調
整
助
成
金
・
特
例
措
置
延
長

の
判
断
は
、
雇
用
情
勢
を
見
な

が
ら
10
月
中
に
行
う
」
と
い
っ

た
発
言
が
あ
り
、
実
際
に
厚
労

省
は
、
10
月
19
日
に
雇
調
金
・

特
例
措
置
の
２
０
２
２
年
３
月

迄
の
延
長
を
公
表
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
際
し

て
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
「
国
会
議
員

懇
談
会
」
か
ら
参
議
院
議
員
の

榛
葉
賀
津
也
会
長
、
衆
議
院
議

員
の
岸
本
周
平
幹
事
、
Ｊ
Ｒ
連

合
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か
ら
大
塚

耕
平
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
多

数
の
国
会
議
員
が
同
席
し
た
。

　

今
後
、
私
た
ち
の
要
望
事
項

が
各
種
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
つ
ぶ
さ
に
状
況
を
確
認
し

て
い
く
と
と
も
に
、
状
況
に
応

じ
、
引
き
続
き
３
産
別
で
の
共
同

行
動
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

て
い
る
が
、
観
光
庁
予
算
と
一

体
と
な
っ
て
縦
割
り
で
は
な
い

公
共
交
通
と
宿
泊
の
組
み
合
わ

せ
と
い
っ
た
施
策
を
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
資
金
繰
り
支
援

と
と
も
に
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
活
用
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
地
方
自
治
体
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
の
足

を
守
っ
て
い
く
に
は
、
鉄
道
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
有

償
運
送
な
ど
ト
ー
タ
ル
で
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」

と
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　

続
い
て
観
光
庁
に
対
し
て

は
、「
交
通
産
業
で
は
先
が
見

え
な
い
中
、
離
職
者
が
増
え
て

き
て
お
り
、
人
材
面
か
ら
劣
化

す
る
と
安
全
輸
送
に
も
波
及
し

か
ね
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
・
検
査

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
公
共

交
通
の
利
用
促
進
に
つ
な
が
る

も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、

公
共
交
通
の
利
用
に
付
加
価
値

を
加
え
る
よ
う
な
持
続
的
な
仕

組
み
に
し
て
頂
く
と
と
も
に
、

除
外
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
の

適
用
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
お

願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
観
光
庁
は
、

「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
ス
ム
ー

ス
に
進
む
か
ど
う
か
確
認
し
な

が
ら
検
証
し
、
人
を
動
か
す
方

向
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
に
つ
い

て
は
、
期
待
が
高
い
こ
と
も
承

知
し
て
い
る
。
昨
年
と
全
く
同

じ
制
度
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ご
意
見
も
含
め
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
積
極
的
な
姿

勢
が
示
さ
れ
た
。

田
和
弘
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中

国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
本
）
が
本
総
会

を
も
っ
て
退
任
し
、
新
た
に
矢

田
尊
弘
氏
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
西
日

本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
本
執
行
委
員
長
）

を
代
表
幹
事
と
す
る
新
役
員
体

制
を
確
認
し
た
。

承
認
さ
れ
、
役
員
改
選
で
は
新

た
に
事
務
局
長
に
慶
島
譲
治
氏

（
Ｊ
Ｒ
連
合
特
別
執
行
委
員
）が

選
任
さ
れ
た
ほ
か
、
荻
山
会
長

と
政
所
事
務
局
長
が
副
議
長
・

幹
事
に
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
た
。

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

　私たちＪＲ九州リテール労働組
合の組合員176人が勤めるＪＲ九
州リテールは、コンビニエンスス
トア「ファミリーマート」と、Ｊ
Ｒ九州の駅等にて展開するお土産
専門店「銘品蔵」や「キヨスク」
の2つを基幹事業として、ユニク
ロ、雑貨、化粧品、さらに自動販
売機で、幅広い事業展開を行って
います。昨年11月には宮崎へ東急
ハンズを出店する等、新規事業に
も力を入れています。
　昨年より続く新型コロナウイル
ス感染症の影響による観光客の減
少等により各店舗、お土産店を
中心に苦しい状況が続いています
が、組合員と家族の幸せ、会社の
発展に向け労使一丸となって取り
組んでいます。
　コンビニエンス事業本部では、
一年中がイベントです。おせち、
恵方巻、バレンタイン、ホワイ
トデー、ひな祭り、こどもの日、
母の日、父の日、土用の丑の日

等々、そろそろクリスマスケーキ
の季節です。現在予約販売絶賛受
付中です。ぜひご用命くださいま
せ。コロナ禍で暗い世の中ですが
少しずつ明るい兆しも見えてきま
した。ＪＲ連合、ＪＲ九州連合の
みなさんと一緒に、これからも明
るく楽しく元気よく頑張っていき
ます。ともにがんばりましょう。

JR九州リテール労働組合
～全国の仲間を

　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり

要望事項を説明する荻山会長

コロナ禍で社会が激変した今こそ労使が互
いを尊重し議論が必要

交
運
労
協
第
７
次
要
請
行
動

「
感
染
拡
大
防
止
」

「
需
要
喚
起
」
を
求
め
て

政
策
の
展
開
を

求
め
る
要
望
事

項
を
と
り
ま
と

め
、
あ
ら
た
め

て
関
係
省
庁
や

政
党
、
経
団
連

と
の
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。

　

な
お
、
今
回

は
衆
議
院
議
員

総
選
挙
が
目
前

な
政
策
の
展
開
を
要
請
す
る
」

と
訴
え
た
。
ま
た
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
の
提
言

に
関
連
し
て
、
「
公
共
交
通
は

公
共
財
で
あ
る
と
い
う
観
点
で
、

防
災
・
減
災
対
策
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ロ
ス

セ
ク
タ
ー
効
果
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
た
政
策
決
定
や
、
上
下

分
離
方
式
の
導
入
な
ど
、

公
共
交
通
の
運
営
に
行

政
が
よ
り
積
極
的
に
参

画
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
Ｊ
Ｒ
産
業
と
し
て
も

大
き
な
課
題
で
あ
る
と

強
く
呼
び
か
け
た
。

　

す
べ
て
の
議
案
が
答

弁
を
経
て
満
場
一
致
で

換
を
行
っ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
長
き
に
わ

た
り
自
動
車
連
絡
会
を
牽
引
し

て
き
た
西
原
代
表
幹
事
と
久
禮

支
店
の
視
察
を
実
施
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
伴
う
休
業
や
在
籍
出
向

の
実
施
状
況
お
よ
び
課
題
認
識

等
に
つ
い
て
有
意
義
な
情
報
交

り
巻
く
情
勢
を
踏
ま
え
、
向
こ

う
一
年
間
の
運
動
の
展
開
に
つ

い
て
協
議
し
た
。
ま
た
、
総
会

前
日
に
は
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
宮
崎

　

交
運
労
協
は
10
月
７
日
、
都

内
に
て
第
37
回
定
期
総
会
を
開

催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

交
通
運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
将
来
展
望
を
切
り
拓
く
べ

く
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
住
野

敏
彦
議
長
は
、
７
次
に
わ
た
る

要
請
行
動
、
公
共
交
通
等
の
安

全
・
安
心
に
関
す
る
独
自
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
に
触
れ
、

「
交
運
労
協
に
集
う
仲
間
と
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
な
産
業
と
し
て
の

あ
る
べ
き
姿
を
め
ざ
し
て
い
く
」

と
決
意
の
一
端
を
語
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
各
議
案
提
起
の

後
、
政
所
事
務
局
長
が
委
員
長

を
務
め
る
「
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
」
が
策
定
し
た
、

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め

の
公
共
交
通
の
羅
針
盤
と
な
る

提
言「
社
会
の
持
続
可
能
性
を

見
据
え
た
交
通
産
業
の
将
来
像
」

も
提
起
さ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
森
安
交
通
政
策
部
長
が
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
長
期
的
に

需
要
を
回
復
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
値
引
き
だ
け
で
は
な
く

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る

な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
需
要
喚

起
策
が
必
要
。
さ
ら
に
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
社
会
変
容

に
対
応
す
る
た
め
に
、
オ
フ
ピ
ー

ク
の
需
要
や
運
行
時
間
の
繰
り

上
げ
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
も

社
会
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

い
て
は
、
未
執
行
予
算
の
活
用

を
含
め
、
中
長
期
的
な
財
源
の

確
保
を
お
願

い
し
た
い
」

と
要
請
し
た
。

　

国
交
省
か

ら
は
、
「
来

年
度
予
算
で

は
、
地
域
公

共
交
通
確
保

に
向
け
た
支

援
に
つ
い
て

事
項
要
求
し

　

ま
ず
、
国
交
省
に
対
し
て
は
、

「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
を
利

用
す
る
際
の
義
務
と
し
た
場
合
、

利
用
促
進
の
観
点
か
ら
は
本
末

転
倒
の
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
。

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
関

係
者
の
意
見
も
聞
い
て
ほ
し
い
。

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
に
つ

　

交
運
労
協
は
10
月
５
日
、

「
感
染
拡
大
防
止
」
と
「
交
通

運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

需
要
喚
起
」
の
両
立
な
ど
を
求

め
て
、
第
７
次
緊
急
要
請
を
国

交
省
お
よ
び
観
光
庁
に
対
し
て

行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政

策
委
員
長
と
し
て
荻
山
会
長
が

参
画
し
た
。

　

自
動
車
連
絡
会
は
９
月
29
日
、

宮
崎
市
内
に
お
い
て
、
第
29
回

総
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
産

業
で
働
く
全
国
の
仲
間
が
集
ま
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
事

務
局
長
、
森
安
祐
貴
交
通
政
策

部
長
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
西
原

一
英
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
本
）
は
、

改
善
基
準
告
示
の
見
直
し
や
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
な
ど
の

政
策
課
題
に
つ
い
て
問
題
提
起

し
た
。
続
い
て
、
政
所
事
務
局

長
は
、
交
運
労
協
や
連
合
と
連

携
し
、
移
動
に
対
す
る
不
安
の

払
拭
や
人
流
の
回
復

に
向
け
た
政
策
等
の

実
施
を
国
に
求
め
て

い
る
こ
と
や
、
サ
ー

ビ
ス
連
合
・
航
空
連

合
と
の
３
産
別
共
同

行
動
に
触
れ
、
自
動

車
連
絡
会
の
意
見
も

政
策
に
反
映
す
べ
く
、

各
単
組
が
抱
え
る
課

題
や
要
望
事
項
を
共
有
す
る
よ

う
要
請
し
た
。

　

総
会
で
は
、
バ
ス
産
業
を
取

国交省の寺田吉道公共交通・物流政策審議官
に住野議長から要請書を手交

コロナ禍での支援の継続・拡充の必要
性を訴える

《
訂
正
と
お
詫
び
》

　

本
紙
第
６
２
２
号
（
10
月
１
日
発
行
）
の
１
面
「
青
年
・
女
性
委

員
会
第
30
回
定
期
総
会
」
記
事
中
、
新
議
長
の
写
真
説
明
で
お
名
前

の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
沖
畠
議
長
」
で
す
。

　

訂
正
し
、
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

１．公共交通、宿泊・飲食施設
　等を利用し、安心して移動や
　観光ができる環境づくり
２．現行の雇用維持・確保支援
　策の継続拡充
３．事業活動の継続に必要な財
　政負担軽減措置の拡充・創設
　（固定費負担の減免等）
４．「人流の回復」すなわち「需
　要回復・拡大」に向けた持続
　的かつ安定的な支援策

交通運輸・観光サービス産業におけ
る雇用の維持と累積する経営ダメー
ジからの回復等に向けた要望事項

３
産
別
共
同
行
動【
Ｊ
Ｒ
連
合
・
サ
ー
ビ
ス
連
合
・
航
空
連
合
】

関
係
省
庁
、政
党
、経
団
連
と

政
策
に
関
す
る
意
見
交
換

交
運
労
協
第
37
回
定
期
総
会

交
通
運
輸・観
光
産
業
の

将
来
展
望
を
切
り
拓
く

自動車連絡会第29回総会

雇用と生活を守り
魅力あるバス産業を


